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第13回 有機分子・バイオエレクトロニクスの未来を拓く若手研究者討論会

有機分子・バイオエレクトロニクスに関連する分野の第一線で活躍する研究者を招聘し講演
を実施するとともに、学生や若手研究者間での討論を通じて、同分野で研鑽を積む学生・研
究者間の交流を深め、当分科会の更なる活性化を図ることを目的とした。

1日目は、宿泊施設の会議室において、対面での討論会を開催した。今回は、2件の招待講演
の後、参加した若手研究者・学生らによる研究発表・討論会を実施した。2日目は、大型放射
光施設NanoTerasuで、見学ホールおよび実験ホールの見学を行った。

2024年9月26日～27日にかけて、対面での若手研究者討論会を仙台市内の宿泊施設（緑水
亭）で開催した。参加者は講師を含めて32名であった。今回は、下記の招待講演を行った。

招待講演1 東北大学　宮本 浩一郎 先生
招待講演2 山形大学　増原 陽人 先生

宮本先生からは、半導体化学センサに関する最新の研究をご講演いただき、センサの空間分
解能や検出原理に関する議論などが行われ、参加者の関心を集めた。続いて、増原先生か
らは、ペロブスカイトナノ粒子・ナノ結晶の合成に関する歴史から、最新の合成プロセスまでを
網羅するご講演をいただき、独自のプロセスに関する課題やスケールアップの可能性などに
ついて熱心な議論が交わされた。招待講演後は、参加した学生・若手研究者による研究発表
と討論会が実施され、お互いの研究について、当初の予定を大幅に超過するほど活発な議論
が展開された。さらに、2日目には、本年度より運用が開始された大型放射光施設
NanoTerasuの見学を行った。見学ホールでの全体説明に加えて、実験ホールでは、現在、構
築・調整中の共用ビームラインを現場の研究員の方々から詳細な説明をいただいた。参加者
からは多くの質問が寄せられ、最先端の研究設備に触れる貴重な機会となった。NanoTerasu
見学後、表彰式を行い、ベストプレゼンテーションアワードが岡 昂徹氏（京大）、宮崎 達夢氏
（大阪公立大）、および吉川 康介氏（筑波大学）・関口 遥花氏（明治大学）・木島 大河氏（中央
大学）のNIMSグループに授与された。また、積極的な質疑で討論の活性化に大きく貢献した
木村 汰勢氏（山形大）に優秀学生賞が授与された。

総じて、本会合は有機分子・バイオエレクトロニクス分野の発展に向けて、最新の研究動向の
共有と将来を担う研究者間のネットワーク構築に貢献し、参加者全員にとって刺激的で有意
義な2日間となった。

西暦　2024年　9月　26日～27日

秋保温泉「篝火の湯 緑水亭」(宮城県仙台市)、NanoTerasu（宮城県仙台市）

32名（内応用物理会員 23名）
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